貴社代表取締役社長○○○○様には、ご療養の薬石効なくご逝去なされたとの由、私ども一同ただただ驚き、茫然自失の体でございます。

ご体調をお崩しになり、しばしご静養されるとは聞き及んでおりましたが、これほどまでとはつゆ存じ上げず、生前の大恩に報いることができなかったこと、まことに無念でなりません。

卓越したご見識とたぐい稀なる指導力は、社員の皆様のみならず私どもにとってもまさに範とすべき鑑でございました。そのご教導の栄に浴することが叶わなくなった今は、ただひとえに故人のご冥福をお祈り申し上げる次第でございます。

ご遺族の方々はもとより、社員の皆様のご愁傷はいかばかりかとお察し申し上げます。

このうえは、故人のご遺志を引き継がれ、皆様のお心を一にして、社業のさらなる発展に向けてご精励されますことをお祈り申し上げます。

いずれあらためてご弔問にお伺いいたす所存でございますが、とりあえず書中にて心より哀悼の意を表します。
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